今年度の取り組み
　　　　　　　早良ひまわりハウス　竹内　巌

　利用者の方が「生活の場」として安心して暮らせる環境づくりを行うこと。障がい当事者が地域の中で当たり前に働き・暮らすことが出来る環境作りに貢献すること。この２つを大きな柱として今年度取り組みます。
[bookmark: _GoBack]　早良ひまわりハウスにおいて、住環境、地域との関係、日中の仕事先との連携を大切に、安心した暮らしを提供できるよう取り組んでまいります。異常気象が続く近年、熱中症対策や冬場の感染症対策、様々な状況への安全対策、健康維持、また近くのスーパーやコンビニエンスストアなど近隣の社会資源も活用できるよう可能な限り臨機応変に対応してまいります。
　第１、第２、第３ひまわりハウスは、所在地がそれぞれ離れた場所にありますが足を運び入居者や世話人の話に耳を傾け、事にあたってまいります。またそれぞれの職場等関係機関との連絡調整等を行うことでより良い生活となるよう取り組んでまいります。
特定相談においては、昨年度研修を受けたことで相談に応じられる幅が広がりました。日々様々な方のお話に耳を傾けている中で学ばせて頂いたものを今年度も生かせるよう相談業務にあたってまいります。また定期的に開催される研修への参加でスキルアップを図り、各種機関との連携を密に取ることで皆様によりよい相談の機会となるよう努めてまいります。
　ショートステイは、平成29年開所以来、年を追うごとに利用者数が増加しております。緊急性の高い方、今後を見据えての方、まずは体験を希望される方、利用されるニーズは様々です。その状況を鑑みて昨年まで親子体験室としておりました部屋をショートステイの部屋とし、これまでの2名から1名増員し、同時に3名の方を受け入れることができるようになりました。今年度も引き続きご利用が増えると予想しております。各御家庭の事情や利用者の方の状況に応じられるよう取り組んでまいります。
